牙宗 ml 



北 原 白 秋 



邪宗 門扉 銘 

メ D デァ 

ここ 過ぎて 曲節の 悩みの むれに、 

ここ 過ぎて 官能の 愉楽の そのに、 

ここ 過ぎて 神経のに がき 魔睡に。 



邪宗 KI 秘曲 

まっせ じゃしゅう きりしたん ま はふ 

われ は 思 ふ、 末世の 邪宗、 切支丹で うすの 魔法。 

くろふね かひたん こうまう ふかしぎ こく 

黒船の 加 比 丹 を、 紅毛の 不可思議 国 を、 

いろ あか に ほひ と 

色 赤き びい どろ を、 匂 鋭き あんじ やべ いいる、 

なんばん さんと めじ ま あ ら き ちんた 

南蛮の 桟留縞 を、 はた、 阿 剌吉、 珍 酡の酒 を。 

まみ だらにず 

目 見 青き ドミニカ びと は 陀羅尼 誦し 夢にも 語る、 

きんせい しゅう もんしん くるす 

禁制の 宗門 神 を、 ある はまた、 血に 染む 聖磔、 

芥子 粒 を 林檎の ごとく 見す とい ふ 欺 罔の 器 、 

はらい そ そら のぞ の ち > き めがね 

波羅葦 僧の 空 を も視く 伸び 縮む 奇なる 眼鏡 を。 



す な ようく わ くさ あか 

はや 饍ぇ萎 ゆる 芙蓉 花 の 腐れの 紅き ものかげと、 

鏈れて やまぬ 秦 皮の 陰 散に こそ ひそみし か。 

いか よ しづ ひとみ た 

如何に 呼べ ども 静まらぬ 瞳 に 絶えず 涙して、 

かへ ひそ はて み い 

帰る ともせず、 密 やかに、 はた、 果 しなく 見入りぬ る- 

メラン コリア うす やみ 

そこと も わかぬ 森 かげの 鬱 憂の 薄 闇に、 

ふきあげ 

ほのかに のこる 噴水の 青き ひとす ぢ …… 

四十 一 年 十月 



赤き 僧正 



さき す 

さて 在る は、 曩に吸 ひたる 

Hachisdi の 毒の めぐり を 待てる にか、 

はげ くわん らく ます ゐ 

ある は 劇しき 歓楽 の 後の 魔睡 や 忍 ぶら む。 

ふくろう 

手に 持つ は 黒き 梟 

爛々 と 眼 は 光る …… 

， J ほろ ぎ 

…… そのす そに 蟋蟀の 啼く …… 

四十 一 年 十二月 



WHISKY. 

夕暮の もの あかき 空、 

その 空に 百舌 啼 きしき る。 

ゥ イス キイ びん れつ 

Whisky の 罎の列 

ひや ふ をと め 

冷やかに 拭く 少女、 

見よ、 あかき 夕暮の 空、 

その 空に 百舌 啼 きしき る。 

四十 一年 十一月 



ffiachiscll か、 酢 か、 茴香酒 か、 くる ほしく 

ぉぽ つかれ もつ 

溺れし あとの 日の 疲労 …… 縫れ ちら ぼ ふ 

ワグネル れんぼ がく ね 

Wagner の 恋慕の 楽の 音の ゆらぎ 

耳 かたぶけ てうち 透かし、 在り は 在れ ども。 

すあし 

それらみ な 素足の もとの くらがりに 

爛 壊の 光 放っとき、 その かなしみの 

くさ きょく みどり い か 

腐れた る 曲の 緑 を 如何にせ む。 

君 を 思 ふとの たま ひしゅめ の 言葉 も。 



はた、 冷やかに 官能 の 疲れし 光 II 

よ ふん ゐき おぼろ おそれ か 》 

月 はな ほ 夜の 氛囲 気の 朧 なる 恐怖に 懸る。 

のうむ しんけい 

濃霧 は そそぐ …… そこ ここに 虫の 神経 

と お なげき 

鋭く、 甘く、 圧し つぶさる る 嗟嘆して 

たんでき 

飛び も あ へ なく 耽溺の くるひに ぞ 入る。 

まう あ ゐん かく がらす 

薄ら 闇、 盲 啞の院 の 角 硝子 暗く かがやく。 

のうむ をの ゝ 

濃霧 は そそぐ …… さながらに 戦 く 窓 は 

ァラ ビヤ ま はふ たち うす わら ひ 

亜剌比亜の 魔法の 館の 薄 笑。 

麻痺 薬 の 酸 ゆき 香に 日 ね もす 噎 せ て 



のうむ か ふしょく にく すゐた い 

濃霧 は そそぐ …… 香の 腐蝕、 肉の 衰頹、 —— 

いき n 口口 ホルム 

呼吸 深く 嗝囉仿 謨ゃ吸 ひ 入る る 

ろう よ ます ゐ 

朧 たる 暑き 夜の 魔睡 …… 重く、 いみ じく、 

おと まう あ ゐん ふん ゐき 

音 もな き 盲 啞の院 の氛囲 気に 月 はした たる。 

四十 一 年 十月 



赤き 花の 魔睡 

ひ まひる ェェ テル 

日 は 真昼、 もの あたたかに 光 素の 

はどう あま ゆ と 

波動 は 甘く、 また、 緩る く、 戸に 照り かへ す、 



にご がらす おと 

その 濁る 硝子の なかに 音 もな く、 

n ロロ ホルム か したた どく うは ごと 

曙囉仿 護の 香ぞ 滴 る …… 毒の 譃言 …… 

とほ でんしゃ 

遠くき く、 電車の きしり …… 

す すゐ やく 

棄 てられし 水薬の ゆめ …… 

や はら かき 猫の 柔毛と、 躕 の 

なや す とき 

ふくらの しろみ 悩ましく 過ぎ ゆく 時よ。 

まど もと せい つうく た^-あか そよ くさ 

窓の 下、 生の 痛苦に 只 赤く 戦ぎ えたて ぬ 草の 花 

とたん くだ 

亜鉛の 管の 

しめ かけ ひ ます ゐ 

湿りた る 筧 のす そに …… いまし 魔睡す …… 



すり がらす まどわく ぬ ぬ ゆ ふ ひ 

磨 硝子、 ある は 窓枠、 濡れ 濡れて 夕日 さし そふ。 

四十 一 年 十二月 



曇 日 

くも リび くうき 

曇 日の 空気の なかに、 

くる くす め メランコリア 

狂 ひ いづる 樟の 芽の 鬱 憂よ …… 

さ り 

その もとに 桐 は 咲く。 

Whisky の 香の ごときし ぶき、 かなしみ 



らくだ ねいき 

そこ ここにい ぎた なき 駱駝の 寝息、 

にぶ めん やう 

見よ、 鈍き 綿羊の 色の よごれに 

饍 えて 病む 藁の くさみ、 

しめ ぬかるみ 

その 湿る 泥濘に 花 は， /ほれて 

むらさき うす するど 

紫 の 薄き 色 鋭 になげ く …… 

そら ば ゐ あつ 

はた、 空の わか 葉の 威圧。 

いづこに か、 またもき け かし。 

ゑ う さけび 

餌に 饑ゑ しべ リガンの けうと き 叫 、 

やまねこ うぐ ひす 

山猫の もの さやぎ、 なげく 鶯 、 

くさ ぬま む 

腐れ ゆく 沼の 水 蒸す がごと くに。 



そのな かに 桐 は 散る …… Whisky の 強き かなしみ… 

あま なま 

もの 甘き 風の また 生 あたたかさ、 

みだ けもの かこ ひ 

猥ら なる 獣 らの囲 内の あゆみ、 

え さが まづ 

のろのろと 枝に 下る なまけもの、 ある は、 貧しく 

め す けむし つ なげか ひ てう 

眼を据 ゑて 毛虫 啄む 嗟歎の ほろほろ 鳥よ。 

その もとに 花 はちる …… 桐の むらさき …… 



くる ほっきょくぐま をのの き こ wvi 

狂 ひ いづる 北極熊 の 氷な す 戦慄の 声。 



やみ ゥ イス キイ か しぶき 

その 闇に 花 はちる …… Whisky の 香の 頻吹 …… 桐の 



四十 一 年 十一 一月 



秋の 瞳 

おそ あき ぬ てす リ 

晚 秋の 濡れに たる 鉄柵のう へに、 

さ 

黄なる 葉の 河 やなぎ ほ つれてな げく 



はう むり 

や はら かに 葬送の うれ ひかな でて、 

過ぎ ゆきし Trombone いづち いに けむ。 

はや も 見よ、 暮れ はてし 吊橋の すそ、 

がすと も といき 

瓦斯 点る …… いぎた なき 馬の 吐息 や、 

騒ぎ やみし 曲馬師の 楽屋なる 幕の 青み を 

かゝ み も をん な ひとみ 

ほのかに も 掲げつつ、 水の面 見る 女の 瞳。 

四十 一 年 十二月 

空に 真 赤な 



味 もな き 悲しき ゆめ をお も ふとき …… 

やす せきゆ か むせ 

なほ もまた 廉き 石油の 香に 噎び、 

くさ n オクス よ 

腐れ ちら ぼふ骸 炭に 足 も 汚 ごれ て、 

こじゃう き は ひ す ふな ばら 

小 蒸汽 の 灰ば み 過ぎ し 船腹 に 

ひと あか かが まどわく 

一 き は 赤く 輝 やきし かの 窻枠を 忍ぶ とき …… 

つきかげ 

月光 はは や もさめ ざめ …… 涙 さめざめ …… 

じふぐ わつ かた ほ 

十月 の 暮れし 片頰を 

ほのかに もうつ しいだ しぬ。 

四十 一 年 十二月 



た、 V つ 

あな、 見よ、 青き 大月は 西よりの ぼり、 

ぎゃく や はて ふる ひ 

あな や、 また 瘧 病む 終の 顫 して 

東へ 落つ る 日の 光、 

お ま 

大ぞら に 星 はなげ かひ、 

めし みのも くすりが 

青く 盲 ひし 水面に ほ 薬 香に ほふ。 

の ベ ひから 

あはれ、 また、 わが 立つ 野辺の 草 は 皆 色 も 干 乾び、 

折リ 伏せる 人の 骸 の 夜のう めき、 

ひとだま いろ 

人 霊 色の 

き れつ ひきうた 

木の 列 は、 あな や、 わが 挽歌うた ふ。 



おちぼ のう にん 

かくて、 はや 落 穂 ひろ ひの 農 人が 寒き 瞳よ。 

よろこび のこ 

歓楽の 穂の ひとつ だに 残さ じと、 

ま -I た 

はた、 刈り 入る る 鎌の 刃の 痛き 光よ。 

けもの 

野の すゑに 獣 ら わら ひ、 

す きしゃ す 

血に 饍 えて 汽車 鳴き 過ぐ る。 

あな あはれ、 あな あはれ、 

ふた リ たまし ひ のろ ひ 

二人が ほかの 霊 の ありと あらゆる その 呪咀。 

あさあけ 

卓 印 力 

死の 薄暮 か、 



とよく に にが ほ なま 

『豊 国』 のぼ やけし 似顔 生ぬるく、 

くも リがら す ぐ わいく わう 

曇 硝子の 窻の そと 外 光 なやむ。 

ま—！ i 

ものの 本、 ある はちら ぼ ふ 日の なげき 

たまし ひ きんじ 

暮れ もな やめる 霊 の 金字のに ほひ。 

くちつ け なが あ 

接吻の 長き 甘 さ に 倦き ぬらむ。 

うち- こ V- ち 

そと 手 を ほどき 靄の 内 さぐる 心地に、 

しきまう ひとみ をん な 

色盲の 瞳の 女 うらま どひ、 

や しめ ぢ 

病める ぺ リガンい ま 遠き 湿地に なげく 



かかる とき、 お ぼめ き 摩る Violon の 

なやみの &の手 触のに ほひの 重さ。 

にぶ け じゅうたん み つ やみ 

鈍き 毛の 絨氈 に 甘き 蜜の 闇 

おど す 

澱み 饍ぇ つ つ …… 血の ごと もらん ぷは消 ゆる。 

四十 一 年 八月 



酒と 煙草に 

さけ たばこ 

酒と 煙草に うっとりと、 

倦める こ ころ を 見 まもれば 



まど へ おそれ からす 

日 は 赤し、 窓の 上に 恐怖の 烏 

つぐ さばくみ つ 

ひた 黙み 暮れ かかる 砂漠 を 熟視む。 

け ふ にぶらく だ 

今日 もまた もの 鈍き 駱駝 を つらね、 

ひとむれ き 

一 群の わがやから 消えさり ゆきぬ。 

おと き 

もの 甘き 鈴の 音、 ああ そ を 聴け よ。 

からら、 からら、 ら、 ら、 ら- 

く あんこう しょく 

暮れの こる ピラ ミドの 暗 紅色 よ。 

にご くうき 

そが 空のう ち 濁る 重き 空気よ。 



夢の 奥 

その ふ 

ほのかに もや はら かきに ほひの 園 生。 

あはれ、 その ゆめの 奥。 日と 夜の あは ひ 

うす ，がる 

薄 あかる 空の 色 ひそかに 顫ひ 

暮れ も ゆく そのし ばし、 声な く 立てる 

ましろ なめい し をと こ すがた 

真白なる 大理石の 男の 像、 

微妙 じく もまた 貴に 瞑目りながら 

さよ is ち 

清ら なる 面の 色 かすかに ゆめむ。 



い つし かと ほのめきぬ 月の 光 も。 

その 

その 空に、 その 苑に、 ほの の 青み に 

すすりなき 

静かなる 欷戯 泣き もいで つ つ、 

あいぼ 

いづく にか、 さま だるる 愛慕の なげき。 

ほて あのと 

や はら かき ほの 熱る 女の 足音 

あはれ その ほめき 如し、 燃え も 生れ ゆく 

しんのん 

ゆめに ほふ 心音のう つ つなき かな。 

なめい し しろ おも 

大理石の 身の 白み、 面 も ほのかに、 

ひらき ゆく その 眼 ざし、 なかば 閉ぢ つつ、 

あ ふ み ほ 

ゆめの ごと 空 仰ぎ、 いま ぞ見 it るる。 



よる くれな ゐ 

色 わかき 夜の 星、 うるむ 紅 。 

四十 一 年 七月 

窓 

きの ふ す か はきし 

かかる 窓 ありと も 知らず、 昨日まで 過ぎし 河岸。 

今日は 見よ、 

色 赤き 花に 日の 照リ、 かなしく も 依 依 児 匂 ふ。 

あはれ また 病める Kano も …… 

四十 一 年 九月 



某 K 

ひと 日、 わが 精舎 の 庭に、 

おそ あき いりひ 

晚 秋の 静かなる 落日の なかに、 

うすぎ ふきあげ といき 

あはれ、 また、 薄 黄なる 噴水の 吐息の なかに、 

いと ほのに ヸォ ロンの、 その 絃の、 

その 夢の、 哀愁の、 いと ほのに うれ ひ 泣く。 

蠟の 火と 懺悔の く ゆり 

ほのぼのと、 廊 いづる 白き 衣 は 

ゆ ふぐれ もの しう だう め ひとつら 

夕 暮に言 もな き 修道女の 長き 一 列。 



す は ふきあげ しゃう じ や 

あはれ、 驚 破、 火と ならむ、 噴水 も、 精舎 も、 空 も。 

くれな ゐ わななき はて 

紅 の、 戦慄の、 その 極の 

たま ゆら さけび や めし 

瞬間の 叫喚 燬き、 ヸォ ロン ぞ盲 ひたる。 

四十 年 十二月 

ザ J ほろ ギ J 

ほの な 

微に いまこ ほろ ぎ啼 ける。 

曰か 落つ る —— 眼 をみ ひらけば 

しゅ おそれ て 

朱の 畏怖く わと 照り ひびく。 



そのな かに こ ほろ ぎ啼 ける 

めし 

盲 ひ、 ゆく 恋の まぼろし I 

うず 

その 底に 疼き くるしむ 

しし むら するど さけび 

肉の 鋭 き 絶叫、 

くら きょく し がく 

はた、 暗き 曲の 死の 楽 

たまし ひ つ 

霊 ぞ弾 きも 連れぬ る。 

そのな かに こ ほ ろぎ 啼 ける 



うめき ち 

あな や、 また 呻吟 は洩 るる 

なまり 

鉛 めく 首の あたり ゆ 

いうかい のろ ひ 

幽界の 呪 咀か洩 るる。 

ね ふる 

寝が へれば 血に 染み 顫ふ 

かたきお も 

わが 敵面ぞ 死にた る。 

そのな かに- J ほろ ぎ啼 ける 

はた、 裂く る 赤き 火の 弾丸 

われ や 

たと 笑 ふ、 と 見る、 我燬き 

けもの 

我なら ぬ 獣の つらね 



ほの な 

微に なほ Y ,1 ほろ ぎ啼 ける。 

四十 年 十一 一月 



序 楽 

おも ひ むろ 

ひと 日、 わが 想の 室の 日 も ゆ ふべ、 

しじ ま 

光、 ものの ね、 色、 に ほひ —— 声な き 沈黙 

おもむろ むろ うち 

徐 に とりあ つめたる 室の 内、 いと おもむろに 

くれがた ふ 

薄暮の タン ホイ ゼル の譜 のしる し 

ながめて 人 は ゆめの ごと ほのかに ならぶ。 



にぶ うれ ひ 

壁 はみ な 鈍き 愁 ゆなり いでし 

ざ-つか おも ひさ 

象の 香の 色 まろら かに 想 鎖し ぬれ、 

は リ とほみ 

その 隅に 瞳の 色の 窓 ひとつ、 玻璃の 遠見に 

冷え はてし この 世の ほかの 夢の 空 

か はたれ どきの 薄明 ほのかに うつる。 

なやみ 

あはれ、 見よ、 その かみの 苦悩むな しく 

まろ はしらと ろ 

壁 はいたみ、 円柱 熔けく づれて 

く ラヴ ァ う も まぼろし 

朽ち はてし 熔岩に 埋 るる ポンペイ を、 わが 幻 を。 

ひとびと はい ましゅる かに 絃の 弓、 



うづ ま じょ 

ひとときに 渦巻き か へ す 序の しらべ 

才 才ケス トラ よ 

管絃楽 部のう めきより 夜に は 入りぬ る。 

四十 一 年 二月 

納會利 

入日の しばし、 空 はい ま 雲の 震慄の あかあかと 

To' る ど にか がく 

鋭に わかく、 はた、 苦く 狂 ひた だるる 楽の 色。 

また、 高窻の 鬱金 香。 かげに 斃 るる 白 牛の 

みけん いき どほリ ゑ 

眉間の いたみ、 憤怒。 血に 笑む 人が さけび ご ゑ。 



fe 豪 

かな あ 力 ほ 

あな 悲し、 紅き 帆き たる。 

き いま あか ほ 

聴け よ、 今、 紅き 帆き たる 

はくじつ み を 

白日の 光の 水脈に、 

きがく 

わが 恋の 器楽の 海に。 

あはれ、 聴け、 光は噎 び、 

すがが き こ 

海顫 ひ、 清搔 焦がれ 

めくる かなしみ はて 

眩暈め く 悲愁の 極、 



しらは 

ほのめく は 鳩の 白羽 か、 

しきいし 

敷石の 闇に は ひとり 

めし ひ 

盲 の 子 ひたと 膝つ け、 

ほのかに も 尺八 吹け る、 

おひ わ. 1J: 

あはれ、 その 追分の ふし。 

四十 年 十一 一月 

R スロ 

くろけ ぶリ 

黒煙 ほのに ひとす ぢ。 —— 



あはれ、 日 は 血 を 吐く 悶 あかあかと 

濡れ つ つ 淀む 悪 の 雲 その とどろきに 

れんぼ がく だんまつま 

燃え 狂 ふ 恋慕の 楽の 断末魔。 

とほめ わ だつ み 

遠目に 獨る 蒼海の 色- J そ あかれ、 

くろし ほ み を 

黒潮の 水脈の はたての 水け ぶリ、 

う たま すず らっぱ 

はた、 とどろ 撃つ 毒の 砲弾、 清し き 喇叭、 

くれがた あけ た-" かひ 

薄暮の 朱の おびえの 戦 に 

おとろ へ ね しぼ 

疲れ くるめく 衰 ぞ ああ 音 を 搾る。 

くろけ ぶリ 

黒煙 またも ふたす ぢ。 —— 

じょ た 

序の しらべ 絶えつ 続きつ、 いつしかに 



あわた f のろ よ 

急 忙しく も 呪 はしき 夜の たたずま ひ。 

濡れき ぶ る 水無月 ぞら の 日の 名残 

あんたん くろふね 

はた 搔き 濁し、 暗澹と、 あはれ 黒船、 

才才ケ ス卜ラ ひ V き 

真黒なる 管絃楽の 帆の 響 

死と 悔恨 の 闇擾し 壊れく づ るる。 

四十 一 年 一 一月 



地平 

あな 哀れ、 今日 もまた 銅 の 雲をぞ 生める 



こなたよ リ絃 して 消 ゆる、 I 

ほのかなる 夢のお きふし。 

しか は あれ、 ものな ベて 圧す 

なんごく ねつ やみぐ も 

南国の 熱病 雲ぞ 

猥ら なる 毒の 譃言 

とどろかに 歌 かき 濁す。 

おも ふ、 いま 水に 華 さき、 

の こま た ふ 

野に 赤き 駒 は斃れ む。 

や きざし 

うらう へ に 病まし き晃象 



めろ で い 

暮れ も ゆく ゆめの 曲節…. 

いづこに か 鈴の 音しつつ、 

近く、 

きしり 

はた、 速の く 軋、 

待ち あぐむ 郵便 馬車の 

旗の 色 見え も 来な くに、 

とほな き 

うち 曇る 馬の 遠 嘶。 

さあれ、 ふと 

夕日 さし そふ。 



瞬間の 夕日 さし そふ。 

あな あはれ、 

あな あはれ、 

泣き 入りぬ 罌粟の ひと つら、 

i 取 終に 燃えても ちりぬ。 

日の 光 かすかに 消 ゆる。 

ち、 ち、 ち、 ち、 ともの のせ はしく 

きざ おと 

刻む 音 

めろ でい 

雨の 曲節 …… 



氺 * 氺 * 

.^r * * * 

くうき す ゆ き 

空気 は 酸し …… いま 青し …… 黄に …… なほ 赤く 

はや も 見よ、 日の入りが たの 雲の 色 

き やうき がく ね 

狂気の 楽の 音に つれて 波 だち わたり、 

悪 獣の 躕 の ごと 血 を 滴す。 

ふ きゐ 

そが もとに 噴水の むせび 

うす やみ 

濡れ 濡れて 薄 闇に 入る …… 



にが くら き 

空気 は 苦し …… はや 暗し …… 黄に …… なほ 青く. 



四十 一 年 九月 



風の あと 

夕日 はなやかに、 

な 

こ ほろ ぎ啼 く。 

す さ 

あはれ、 ひと 日、 木の葉ち らし 吹き荒み たる 風 も 落ち 

て、 

夕日 はなやかに、 



, J ほろ ぎ啼 く。 

四十 一 年 八月 



月の出 

ほのかに ほのかに 音色 ぞ 揺る。 

かすかに ひそかにに ほひ ぞ 鳴る 

なみ た ぽぴ ゆら 

しみら に 列 立つ わかき 白 楊、 

その 葉の くらみに こころ 顫ふ。 



といき 

ほのかに ほのかに 吐息 ぞ 揺る。 

かすかに ひそかに I 卞ぞ 鳴る。 

ぼぴ ゆら 

あ ふげば ほのめく ゆめの 白 楊、 

うれ ひ み も かい 

愁 の 水の面 を 櫂 はすべ る。 

といき め 

吐息の をのの き、 君が 眼 ざし 

や はらに 縫れ てた ゆた ふとき、 

ふる ぽぴ ゆら 

光の ひとす ぢ —— 顫ふ白 楊 

ふづき かう ろ 

文月の 香炉に 濡れて けぶ る。 

ゆめ ぢ 

さて しもゆる けく に ほふ 夢路、 



したたり したたる 櫂の しづく、 

し 

薄らに； * み ゆく 月ので しほ 

を ふね 

ほのかに われらが 小舟 ぞ ゆく。 

くちつ け うなじ 

ほのめく 接吻、 からむ 頸、 

れんぼ といき 

いづれ か 恋慕の 吐息なら ぬ。 

ぼぴ ゆら 

夢見て よりそ ふ われら、 白 楊、 

みなかみ す ふる 

水上 透かして こころ 顫ふ。 

四十 一 年 一 一月 



外 光と 印象 

近世 仏国 絵画の 鑑賞 者 を わかき 旅人に たと へば や。 も 

とより Watteau の羅曼 底、 Corot の 叙情詩 は 唯 微かに 

そのお ぼろげ なる 記憶に 残れる のみ。 やや 暗き 

p.ontaineMeau の 森より 曇れる 道 を 巴 里の 市街に 出 

づれば Seine の 河、 そが 上の 船、 河に 臨める Caf§ の、 

皆 「刹那」 の 如くし るく 明かなる Manet の 陽光に 輝き 

わたれる に 驚くなら む。 そ は Velazquez の 灰色より 

俄に 現れいで たる 午后の 日な りき。 あはれ 日 はやう や 

う 暮れて ぞ ゆく。 金 緑に 紅 薔薇 を 覆輪に したりけ む 



Monet の 波の 面 も 青み ゆき、 青み ゆき、 ほのかに なつ 

かしく はた 悲しき Cafin の 夕 は 来る。 燈の薄 黄 は 

Whistler の 好みの 色と ぞ。 月 出づ。 Pissarro の あ を 

き衢を Verlaine の 白 月の 賦 など 口荒み つ つ 過ぎ ゆく 

は 誰が 家の 子ぞ や。 

太 田 正 雄 



かな も ホ 

マンドリン 奏で ゎづ らふ 風の 群、 

かた ゐ 

あな あはれ、 その かげに 乞食 ゆきか ふ 

くわと 来り、 燃え ゆく 旗 は 

死に 堕つ る、 夏の 光のう しろ かげ。 

とたん 

灰色の 亜鉛の 屋根に、 

せいどう ぎぼし ゆ さび 

青銅の 擬宝珠の 鯖に、 

ものみな うれ ひ 

また 寒き 万象の 愁 のうへ に、 

た f ひ しゃう こうね つ しらべ 

爛れ 弾く 猩紅熱 の 火の 調、 

き やうき さ つかれ 

狂気の 色と 冷めが たの 疲労に、 今 は 



なげ くい なやみ をの >• き 

ひた 嘆く、 悔と、 悩と、 戦慄と。 

あかあかと ひらめく 旗 は 

みだ いや はて きょく 

猥ら なる その 最終の 夏の 曲。 

あな あはれ、 あな あはれ、 

あな あはれ、 光 消えさる。 

四十 年 十 一 月 

赤子 



あかご な 

赤子 啼く、 

はや せ うち 

急き 瀬の 中。 



四十 一 年 六月 



暮春 

ひり あ、 ひすり あ。 

しゅ ッ、 しゅ ッ…. 



ひり あ、 ひすり あ。 

しゅ ッ、 しゅ ッ …… 

なやまし、 またも 

いづこに か、 

なやまし、 あはれ、 

ね た \ 

音 も 妙に 

紅き 嘴 ある 小鳥ら の ゆるき さへ づり _ 

ひり あ、 ひすり あ。 



ぴ やう ゐん うらに は 

いま 病院の 裏庭に、 煉瓦の もとに、 

はくやう か 

白 楊の しどろ もどろ の 香の かげに、 

窓の 硝子に、 

ひなた もと やまう ど め なや 

まじま じと 日向 求む る 病人 は 目 も 悩ましく 

まし i- ん 

見ぞ 夢む、 暮春の 空と、 ものの ねと、 

水と、 に ほひと。 

ひり あ、 ひすり あ。 

しゅ ッ、 しゅ ッ …… 



四十 一 年 七月 



顔の 印象 六篇 

A 精舎 

ひろび た ひ よ くぼ まなこ 

うち 沈む 広 額、 夜の ごと も 凹める 眼 —— 

たまし しゃう じ や 

いや 深く、 いや 重く、 泣き しづむ 霊の 精舎。 

それ か、 実に 声 もな き秦 皮の 森の ひまより 

熟視む る は 暗き 池、 谷 そこの 水の をのの き。 



うす y いかるが 

いづこに か 薄日 さし、 きしり こきり 斑鳩な げく 

寂寥 や、 空の 色な ほ 紅に に ほひの これ ど、 

ひと リ やま あ ひ 

静かなる、 はた 孤独、 山間の 霧に うもれて 

くい よ ね も ごろ つ や 

悔と 夜の なげか ひ を 懇 に 通夜し 見 まもる。 

ま あ を めし 

かかる 間 も、 底 ふかく 青の 魚 盲 ひ あぎと ひ、 

へう も ちのと 

口 そそぐ 夢の 豹 水の面に 血 音た てつ つ、 

ひ よな おそれ 

みな 冷やき 石の 世と 化り ぞ ゆく、 あな 恐怖より _ 

とね リこ ひそ 

かくてな ほ 声 もな き秦 皮よ、 秘に 火と もり、 

しゃう じ や こご とき うれ ひ 

精舎 また 水晶と 凝る 時 愁 やぶれて 



いや はて たま ぼんしょう 

響き いづ、 響き いづ、 最終の 霊の 梵鐘。 

以下 五篇 —— 四十 一 年 三月 



B 狂へ る 街 

赭ら める 暗き 鼻、 なめらかに 禿げた る 額 、 

ひきつ くち はし まなこ 

痙攣れ る 唇の 端、 光な くな やめる 眼 

ゆ ふば え むせ いりひ 

なに か 見る、 夕栄の ひとみぎ リ噎ぶ 落日に、 

ねつび やう ひびき れんぐ わ や まち 

熱病 の 響 する 煉瓦 家 か、 狂 へ る 街 か。 



馬車の あと 見 もやらず、 意味 もな く 歌 ひ 倒る る 



C 酷の 甕 

あ を な おもて す ひとみ 

蒼 ざめ し汝が 面饋 えよ どむ 瞳 のに ごり、 

く +«■ 力た み つ た わ 力 

薄暮に 熟視め つつ 橈み ちる 髪の 香き けば —— 

す 力め むろ 

酷の 甕の ふたなら び 人 もな き 室に 沈みて、 

くら は リ うれ 

ほの 暗き 玻璃の 窓 ひややかに 愁 ひわな なく。 

との も なげか ひ 

外面なる 嗟嘆よ、 波 もな きいんく の 河に 



D 沈丁花 

をみ な な ひ きょく 

なまめ ける わが 女、 汝は 弾きぬ 夏の 日の 曲、 

なや め かう ぎ は こな 

悩ましき 眼の 色に、 髪 際の 紛 おしろ ひに、 

つぐ くちびる 

緘 みたる 色 あかき 唇 に、 ある はい やしく 

しし むら か う みだ ほ 

肉 の 香に 倦める 猥ら なる 頰の ほほ ゑみに。 

ひび のろ しふ よく 

響か ふ は 呪 はしき 執と 欲、 ゆめ もふくら に 

うなじ ましろ たまき 

頸 巻く 毛の ぬくみ、 真白なる ほ だしの 環 

き ぢん てうげ はたけ 

そがう へ に我ぞ 聴く、 沈丁花た ぎる 畑 を、 

た くる あま 

堪 へがた き 夏の 日 を、 狂 はしき 甘き ひびき を。 



はた とな か しき は 

しか は あれ、 またも 聴く、 そが 畑に 隣る 河岸 側、 

あ さ 5? ま く 

色 ざめ し 浅葱 幕し どけな く 張り も つらねて、 

しら げす チヤ リネ はやし 

調ぶ る は 下司のう た、 はしゃげる 曲馬の 囉子。 

らう まじ いなな 

その 幕の 羅馬 字よ、 くるしげ に 馬 は 嘶き、 

おほらつ ぱ ひな わら ひ いど 

大 喇叭 鄙びた る 笑 して またも 挑めば 

なま か なげ 

生 あっき 色と 香と ひと さやぎ 歎き もつ るる。 

E 不調 子 



ソプラノ まじ ほこり や 

最高 音の 入り 雑り、 埃た つ 家な みのうへ に、 

色に ぶき 土蔵 家の 江戸 芝居 ひと リ古リ たる。 

あら i やみ 

露 はなる 日の 光、 そが もとに 三味 はな まめき、 

へ うしぎ なげき いた いたで 

拍子木の 歎 またい と 痛し 古き 痍 に、 

おとろ へ そら 

かくて あな 衰 の ものの いろ 空 は 暮れ 初む。 

F 赤き 恐怖 

な と くもん ひとみ 

わかう どよ、 汝 はくる し、 尋め あぐむ 苦悶の 瞳、 

くちびる 

秀でた る 眉の ゆめ、 ひた かわく 赤き 唇 



みな 恋の 響な り、 熟視 むれば II 調 かなでて 

火の ごとき 馬ぐ る ま 燃え 過ぐ る 窓の かなた を。 

まひる はこやなぎ 

はた、 辻の 真昼 どき、 白 楊に ほひ わななき、 

そら なま あせ 

雲 浮かぶ 空の 色 生 あ つ く 蒸し も 汗ばむ 

まち 

街よ、 あな 音 もな し、 鐘 はな ほ 鳴り も わたらね 

えんじゃう め くる 

炎上の 光 また 眼に うつり、 壁ぞ 狂へ る。 

人 もな き路 のべよ、 しとしとと 血 を 滴らし 

さちぬ う 

胆 抜きて 走る 鬼、 そが あとに ただに 餞 ゑつつ 

色 赤き 郵便 函 のみく る しげに ひとり 立ちた る。 



みおろ ひとびと う おもて 

そ を 見る と 見下せる 人々 が 倦みし 面 も。 

なや つ の 

はた 絶えず、 悩ましの 角 光り 電車 すぎゆく 

かし とも 

河岸な み の 白き 壁 あは あはと 瓦斯 も 点れ ど 、 

はやな ぎ わなな わなな 

うち 向 ふ 暗き 葉 柳震慄 きつ、 さは 震慄 きつ、 

うしろ い へ いうれ い 

後 より はた 泣く は 青白き 屋の 幽霊。 

いと 青き ソプラノの 沈み ゆく 光の なかに、 

す く. V がた 

饋 えて 病む わかき 日の 薄暮の ゆめ。 —— 

幽霊の 屋 よりか 洩れき たる 呪 はしの 音の 

ジム フ才ニ まじ 

交響 体の くるしみの やや ありて 交りお び ゆる 



はや げんとう あはせ マァチ 

いづこに かう ち囉す 幻燈の 伴奏の 進行 曲、 

ゆきき しろ きぬ 

かげの ごと 往来す る 白の 衣う かびつ れつ つ、 

うつ ゑ 

映り ゆく 絵の なかの いそがし さ、 さは 繰り かへ す。 I 

くるしみ くら 

その かげに 苦痛の 暗き こ ゑ まじり も だ ゆる。 

なべて みな 悩み 入る、 夏の 夜の いと 青き 光の なかに。 



あ つ なよ かぜ あま あせ ゆ 

蒸し暑き 軟ら風 もの 甘き 汗に 揺れ つ つ、 

と みづ も ともし 

ほつ ほっと 点 もれ ゆく 水の面の なやみの 燈、 



もみ 

うちけぶ る 樅の ふた もと。 

くれがた なから はら 

薄暮 の 山の 半 腹 の すすき 原、 

わかくさいろ ゆ ふ 

若草色の 夕 あかり 濡れに ぞ濡 るる 

雨の 日の ものの しらべ の 微妙 さに、 

かす シ才 パン がく 

なやみ 幽 けき Chopin の 楽の したたり 

や はら か に 絶えず 霧す るに ほや かさ。 

なげ 力 ひ もみ 

ああ、 さは あかれ、 嗟嘆の 樅の ふた もと。 

もみ 

はやに ほふ 樅の ふた もと。 

いつしかに 色に ほひ ゆく 靄の すそ、 

も うすぎ う つ 

しみら に 燃 ゆる 日の 薄 黄、 映ら ふみ どり、 



まう ねん とろ 

妄念 は熔 くるば かりお びえ つ つ 

ぜんしん あ まなつ にら 

全身 落つ る 日 を 浴びて 真夏の 海 をう ち 睨む。 

サン タ みは は 

『 聖 マリヤ、 イエスの 御 母。』 



一 斉に 礼拝 終る 老若 の 消え入る さけび。 

はた、 白む 入日の 色に 

しづ しづと 白衣の 人ら うちつれて 

湿潤 も 暗き 戸口より 浮びいで つ つ、 

まぶ じゅず いそ 

眩しげ に 数珠 ふりかざし 急げ ども、 

すはだ あせ とろ くな う おも ひ 

など 知らむ、 素肌に 汗し 熔け ゆく 苦悩の 思 



じゃしゅう みてら 

1 れ のこる 邪宗 の 御寺 



せいれん しらはな 

ほのかに 青き 青 蓮の 白 華 咲け り。 

よ まち 

ここ 過ぎり 街に ゆく 者、 

ばらもん くぎ やう しゃもん 

婆羅門の 苦行の 沙門、 ある はまた 

なまかわ あさ せんだら にぶ は 

生皮 漁る 旃陀羅 が 鈍き 刃の 色、 

きれ しもべ 

たまたまに 火の 布 巻け る奴隸 ども 

せきゆ くわん な するど 

石油の 罐 を 地に 投げて 鋭 に 泣け ど、 

ひで リ いつ や 

この 旱 何時か は 止まむ。 これ や これ、 

う ゑ お てん ぢく まつご くげん 

饑に 堕ちた る 天竺の 末期の 苦 患。 

きこう ふう そら はて 

見る からに 気候 風 吹く 空の 果 

あかがね いろ しめり り も 

銅 色 のうろ こ 雲 潤に^ えて 



みどりご 

あはれ、 また、 嬰児 笑 ふ。 

ことことと、 ひそかなる 母のお とな ひ 

幾度と なく 戸 を 押せ ど、 はて は敲 けど、 

とびら 

色 濁る 扉 は あかず。 

むろ うち いぶせ みどりご 

室の 内 暑く 悒鬱 く、 また さらに 嬰児 笑 ふ。 

がらす 

かくて、 はた、 硝子の なかの すすりなき 

蠟の あかりの 夜 を 待たず 尽きな む 時よ。 

うれ ひ おそれ 

あはれ、 また 母の 愁の 恐怖と ならむ そのみぎ リ- 



油 じむ 末 黒の 文字の いくつら ね 

ず ひぴ こ ゑ 

悲し ともなく 誦し ゆけ ど、 響ら ぐ 声 は 

さ なま リ くやみ 

鏽 びて ゆく 鉛の 悔、 しかす がに、 

つよ くゅリ なま リ むろ 

強き 薫 のな やまし さ、 鉛 の 室 は 

くわとば か り 火酒の) J と き噎び し て 

壁 の 湿潤 を 玻璃 に 蒸す 光 の % さ。 

力 なき 活字 ひろ ひの 淫れ 歌、 

や きかい は こ 

病める 機械の 羽た たきに ある は 沁み 来し 

あた す か. 5 

新ら しき 紙の 刷られの 香 も 消 ゆる。 



ただ しょく したた 

爛れぬ あな や、 血 はしと、 と 卓に 滴る。 

四十 年 九月 



真昼 

まひる せきれ うしん ざう 

日 は 真昼 —— 野づ かさの、 寂寥の 心の 臓に か、 

がらす くだけ 

ただ ひとつ 声 もな く 照り か へ す 硝子の 破片。 

ゥヰス キイ に ほひ む ぎんいろ うち 

その ほとり WHISKY の 匂 蒸す 銀色 の 内、 

ひそ 

声す る は、 密かに も 露 吸 ひ あぐる、 

といき 

色 赤き、 色 赤き 花の 吐息 …… 



ァ. 3 'かゆ Is" 

角 を 吹け 

わが 佳耦 よ、 いざと もに 野に いでて 

すゐ ぎう つ の 

歌 はまし、 水牛の 角 を 吹け。 

視ょ、 すでに 美 果実 あからみて 

„こ り ほ 

田に はまた 足 穂 垂れ、 風の まに 

山鳩の こ ゑき こ ゆ、 角 を 吹け。 

ばれいし よ はた 

いざさら ば 馬 鈴 薯の畑 を 越 え 

瓜哇 びと が 園に 入り、 かの 岡に 



汝に ささぐ 

をみ なご 

女子よ、 

な ささ 

汝に捧 ぐ、 

ただ ひとつ。 

然は あれ、 汝も 知らむ。 

このさん た. くるす は、 かなた 

びろう じゅ み 

檳榔樹 の 実の 落つ る 国、 

ゆ ふ ひ はく はふら う はし 

夕日 さす 白 琺瑯の 石の 階 

その そこの 心の 心、 

こうぎょく 

えめら る ど、 ある は 紅玉、 



嗅煙艸 

『あはれ、 あはれ、 深 江の 媼ょ。 

ま， た， まこ、. ろ 

髪も頰 も煙艸 色なる、 

しゅろ うづく おば 

棕櫚の 根に 蹲む 媼ょ。 

な ざ うげ つぼ 

汝が 持てる 象牙の 壺は 

また 薫る 褐 なる 粉 は 

何ぞ。 また、 せちに 鼻つ け 

涙 垂れ、 あかき 眼 擦る は。』 

このと きに 渡の 媼 

によ ほる とがる 

呻ぶ らく。 『わが 葡萄牙、 



潮 あび 化粧す とい ふ 

ばてれん ひそ をと め 

伴天連の 秘の 少女 ぞ。 

地に なびく 髪に は 蘆薈、 

嘴に また あかき 実 を 塗る 

淫らなる 鳥に しあれば、 

ましろ は 

絶えず、 その 真白 羽 ひろげ 

が 香の 水した たらす。 

されば、 子な ゆめ 近より そ _ 

まの ま ま な 

視ょ、 持つ は 炎 か、 華 か、 

み いちじゅく 

さならず ば 実の 無花果 か、 

兎に も あれ、 かれ こそ 邪法 _ 



わかう どな ゆめ 近よ リそ 



日，》 ^ と に 

すがた 

日 ごとに わかき 姿して 

日 ごとに 歌 ふわが 族よ、 

日 ごとに 紅き 実の 乳房 

あさ 

曰) j とに すてて 漁り ゆく 



かかる 野に 

何時か ありけ む。 

ぶしゅかん なんごく 

仏 手柑の 青む 南国 

か を 

薫る 日の 光な よらに 

身 をめ ぐり ほめく 物の 香 

鳥うた ひ、 

天 も ゆめみぬ。 

ii 時の 世 か 



わが 友よ、 はや 眼 を さませ。 

玻璃の 戸に の - J る 灯 ゆらぎ、 

夜 はわ かき うれ ひに 明けぬ。 

順礼 はっとに めざめて 

あえかなる 友 を かお も ふ。 

清 しげの 髪の そよ ぎに 

お ひづる 

笈 のい ろ も ほのぼの。 

わが 友よ、 はや 眼 を さませ。 

かなた、 いま 白む 野の そら、 



薔薇に は ほのかに 薄く 

堇 より やや 濃き あは ひ、 

ひとみ 

かの わかき 瞳 さながら 

あけぼのの 夢より 醒めて 

わ だつ みは かすかに 顫ふ。 



紅玉 

かかる とき 

海 ゆく^に 



紐 

海の 霧に ほや かなる に 

灯 も 見 ゆる 夕暮の ほど、 

ほのかなる 旅籠の 窓に 

在る となく 暮れ もな やめば、 

ささや. 5 

や はら かき 私語 まじり 

むせ 

咽び きぬ、 そこ はかと なく、 

火に 焼く る 薔薇のに ほひ。 

さう び け ふ 

ああ、 薔薇、 暮れ ゆく 今日 を 



蜜柑 船 ffl にう かびて 

壁 白き 浜の かなた は 

あたたかに 物 売る 声す。 

まひる 

波 もな き 港の 真昼、 

しろがね さしぐ した は 

白銀の 挿 櫛 橈み 

いま 遠く 一 一 つら 三 つら 

水の 上 をす ベ ると 見 つれ 

波 もな き 港の 真昼、 

また 近く、 二つら 三つら 

とび やす 

飛の 魚 すべりて 安し。 



スコの ひとつに 湛 ゆる は 火酒 か、 阿剌吉 か、 又は かの 

紅毛の※ 〔# 「酉 + 珍の つくり」、 169-2 酡の酒 か、 え も 

わかね ど、 われ はた だ 和 蘭 わたりの びい どろの 深き 古 

色 を ゆかしみ て、 かの わかき 日の はじめに 秘め 置きに 

たる 様々 の 夢と 匂と に 執す るの み。 



恋慕な がし 

春 ゆく 巿のゅ ふぐれ、 

角なる 地下室の 玻璃 透き 

う つら ふ 色と に ほひと 

みほ う ね 

見惚れぬ。 —— 潤る む 笛の 音 _ 

しばし は 雲の 縹 と、 

ひ みち ぬれいろ 

灯う つる 路の II 色、 

すあし 

また 行く 素足し らしら、 

あかりぬ、 笛の 音色 も。 



ああ 眼に まど ふ 音色の 

はや も 見 わかぬ かなし さ。 

れん ほ、 れ れつれ、 消えぬ る 

れんぼ ひとふし 

恋慕な がしの 一 曲。 

四十 年 二月 



煙草 

黄の ほてり、 夢の すがが き、 

さは あまき うれ ひの If よ。 



な か 

ほのに 汝を嗅 ギ」 ゆく， J こち、 

QUHACIO の 酒 もお よば じ。 

いつは あれ、 ものうき 胸に 

痛 知る ささやきながら、 

わかき 火のに ほひに むせて 

はばたきぬ、 快楽のう たは。 

そのうた を 誰か は 解かむ。 

あえかなる 罪の まぼろし、 I 

濃き 華の 褐に 沁み ゆく 



あしおと なまち した 

足音す、 生血の 滴り 

しとしと とまへ を 人 かげ、 

おちうど か、 ほた や、 六部 か、 

背に 高き 龕 をに な ひ、 

青き 火の 消え ゆく，、 h J と く 

うめ 

呻き つ つ 闇に まぎれぬ。 

なま さや 

生 騒ぎ 野 を ひとわたり。 

と ある 枝に 蟬は 寝お びれ、 

なげ 

ぢと 嘆き、 鳴き も 落 つれば 

ほら まろ はし だい 

洞 円き 橋台の をち、 



き くもま 

はっかに も 断れし 雲間に 

き わら 

月 黄ばみ、 病める 笑 ひす。 

夜の 汽車の 重きと どろき。 

凄まじき 驟雨の まへ を、 

くろけ ぶリ ふか はざま 

黒烟 深き 峡 は 

いちめん 

一 面に 血潮な がれて、 

いま 赤く 人 礫く けしき。 

稲妻す。 II 嗚呼 夜 は f 時。 

三十 九 年 九月 



解纜す、 大船 あまた。 —— - 

わう はつ ばてれん しんと さう らう 

黄 髪の 伴天連 信徒 蹌踉と 

あんけ つ だう はりき か 

闇 穴 道 を 磔負ひ 駆られ ゆく ごと 

なま くやみ うな リ つぎつぎ 

生ぬるき 悔の唸 順々 に、 

流る る 血し ほ 黒煙り 動揺し つ つ、 

印度、 はた、 南蛮、 羅馬、 目的 は あれ、 

ただ 生涯， 'の 船が かり、 いづれ は 黄泉へ 

消え ゆく や、 —— 嗚呼 午後 七 時 —— 鬱 憂の 心の 海に。 

三十 九 年 七月 



しら ち< ざ 

照り 白み、 人 は 黙 坐す。 

でんきし や 

ゆきかへ り、 や をら、 電気 車 

なまり た い 

鉛 だつ 体 をと どめて 

ぐ どぐ どと かたみに 語リ、 

鬱 憂の 唸 重げ に 

きし あ つ 

また 軋る、 熱く 垂れた る 

あか まん ゐん ふだ 

ひた 赤き 満員の 札。 

しじ ま 

恐ろしき 沈黙 ふたたび 

酷熱の 日 ざしに ただれ、 



うる け し 

ゆるび ぬ、 潤む 罌粟の 火 は 

わかき 瞳の 濡 色に。 

熟視め よ、 ゆるる 麦の 穂の 

た ゆらの 色の つぶやき を。 

た わ やにな びく 黒髪の 

み を あ ふ 

君の 水脈 こそ 身に 翻れ。 I 



うかびぬ、 消えぬ、 火の I 卞 

句の 海の た ゆた ひに。 

なげ 

ふとし も 歎く 蝶の むれ 

ま. 

ころ りんころ と …… 頰の ほめき 

ふ といき もつ 

触る る 吐息に 鏈 るれば、 

色 も、 に ほひ も、 つぶやき も、 

ねいろ ゆらび き 

同じ 音色の 揺曳に 

倦 じぬ、 かくて 君が 目 も。 —— 

さ つき なよ かぜ 

あはれ、 皐月の 軟風に 



実は 赤く 梢に のこれ、 

はや、 里の 果物 採 は 

影 絶えぬ、 遠く 灯つ けて 

きし か-つ さく 

ただ 軋る 耕作ぐ る ま。 

鬱 憂に 海 は 鈍み て 

あんたん ひさめ 

闇澹と 氷雨 やすらし。 

は ひだ ぼうん 

灰 濁め る 暮雲の かなた 

けっこう ひばな 

血 紅の 火花 ひらめき 

燦 として 音な く 消えぬ。 

ちんつう うめき 

沈痛の 呻吟 この 時、 

闇 重き 夜色の なかに 



淡々 と みどりに うるむ。 

を の ほそぐ も 

ひとしきり、 小 野に 細 雲- 

かぼちゃ ばた ね 

南瓜 畑 北へ 練り ゆく 

ゐぎ やう れつ 

旗 赤き 異形の 列 は 

おど ひろめ はやし 

戯けた る 広告の 囉子 

にぎ 

賑やかに 遠く まぎれぬ。 

うらが なし、 落日の 黄金 

かたお か ゑん じゅ 

片 岡の 槐 にあ かり、 

鳴きし きる 蜩 、 あはれ 



三十 九 年 八月 



砂 道 

まひる ものう 

日の 真昼、 ひとり、 懶く 

真白なる 砂 道 を 歩む。 

% 遠く 赤き 旗 見 ゆ、 

風 もな し。 荒蕪地つ づき、 

すた ヽ，' しず 桑 も 

廃れ 立つ 礎 燃えて 

れつれつ れんぐ わ くわき 

烈々 と 煉瓦の 火気に 



爛れた る 果実のに ほひ 

ただよしめ 

そ ァ j となく 漂 湿る。 

数百 歩、 娑婆に 音な し。 

ふと、 空に 苦熱のう なり、 

たいじゅ 

見 あぐれば、 名 しらぬ 大樹 

ちょろ づ はおと しら 

千万の 羽音に 糜け、 

すずな リ う 

鈴 状に 熟る る 火の 粒 

潤 やかに 甘き 乳し ぶく。 

げぅ よく かわき 

楽 欲の 渴 たちまち 



くち つけ 

かの わかき 接吻 思 ひ、 

目ぞ 暈む。 

真夏の 原に 

ましろ さ だう 

真白なる 砂 道 とぎれて 

おそれ 

また 続く 恐怖の 日な か、 

せき よ 

寂と して 過ぎる 人な し。 

三十 九 年 八月 



P 落 



は ひ だ すゐろ 

灰 濁め る 水路の 靄に 

じゃく まく かか ちよきぶ ね 

寂寞 と 繋る 猪 木 舟、 

店々 の 装飾 まばらに、 

蹵石 ちら ほら 軋る 

空ぐ る ま、 寒き 石橋。 —— - 

鈍き 眼に 頭 もたげて 

あめう し な 

黄 牛よ、 汝 はなに おも ふ。 

三十 九 年 八月 



晩秋 



す ^ しちに ち 

神無月、 下浣の 七日、 

病ま しげに 落日 黄ばみて 

ばんしう からかぜ 

晩秋の 乾風 光り、 

百舌 啼 かず、 木の葉 沈まず、 

ほづ え 

空 高き 柿の 上 枝 を 

実は ひとつ 赤く 落ちたり。 

せつな ひとだま 

刹那、 野 を 北へ 人 霊、 

鉦う ちぬ、 遠く 死の 歌。 

君 死にき、 かかる 夕に。 

三十 九 年 五月 



零落の 宿泊 はやす し。 

海ち かき 下層の 小 部屋 は、 

しほ よ 

ものと なき 鹹の汚 ごれ に、 

すす に ほ 力べ かみ 

煤けつ つ 匂 ふ 壁紙。 

広 重の 名 を も 思 出づ。 

くリゃ 

ほどちかき 庖厨の ほてり、 

ゑ ざう し に ほひ 

絵 草子の 匂 に まじり 

物 あぶる 騒ぎ こもごも、 

せう ちう といき 

焼酎の するどき 吐息 

+5 り よ i-こ さ ゆ-. V へ 

針の ごと 肌 刺す 夕。 



残る 火 は 血の ごと 赤く、 

くさ りんご 

腐れた る 林檎のに ほひ、 

そ マ j となく 涙 を さそ ふ。 

三十 九 年 九月 

柑子 

しめ く きたぐに は た ご や 

蕭 やかに この 日 も 暮れぬ、 北国の 古き 旅籠 屋。 

もの あ ゐろリ うなじ うれ 

物焙 ぶる 炉 の ほとり 頸 垂れ 愁ひ しづめば 

さすら ひ くら やま か は ひそ 

漂浪の 暗き 山川 そこ はかと。 —— さあれ、 密かに 



に ほひ 

物 ゆかし、 わかき 句の いづこに か 濡れて すずろ ぐ 

め しば くす じざいかぎ ひく 

女 あるじ は柴 折り 燻べ、 自在 鍵 低く すべらし、 

たび あきうど 

鍋 かけぬ。 赤ら顔して 旅 語る 商人 ふたり。 

かたへ ゑ かたみ え 

傍より、 笑みて 静かに 籠なる 木の実 撰りつつ、 

い へ しょく かう じ に ほひ 

家の 子 は 卓に ならべぬ。 そのな かに 柑 子の 匂。 

かう じ こがね ほてり か 

ああ、 柑子、 黄金の 熱 味 嗅ぎつつ も 思ひぞ いづる。 

おそ あき きぐ も はた め 

晚 秋の 空 ゆく 黄 雲、 畑の いろ、 見る 眼の どかに 

ゆ ふなぎ みかん ふえ 

夕 ffl の 沖に 帆 あぐる 蜜柑ぶ ね、 暮れて 入る 汽笛。 

を さな ご 

温かき 南の 島の 幼子が 夢の かずかず。 



かう じ たな あいそ こえ あるじ 

また 思 ふ、 柑 子の 店の 愛想よ き 肥満た る 主婦、 

つれ あ ひ なが しんない 

ある はまた 顔 も かなし き 亭主 の 流す 新 内、 

暮れ ゆけば 紅き 夜の 灯に 蒸し 薫 ゆる 物の 香の なか、 

ゆ ふげ どき まち く 

夕餉 時、 街に 入り 来る 旅人が わかき 歩み を。 

こ ゆめ ここち あ 

さて は、 われ、 岡の 木 かげに 夢心地、 在りし 静けさ 

忍ばれぬ。 目籠 擁へ、 黄金 摘み、 袖 もちら ほら 

鳥の ごと 歌 ひさ まよ ふ 君き きて 泣きに し 日 を も。 I 

すず すず しじ ま いろね 

ああ、 耳に 鈴の 清し き、 鳴り ひびく 沈黙の 声音。 



帯の 色、 身内の ほてり。 

すがた く まひ ひめ 

だら りの 姿 おぼろ かにな まめき 薫 ゆる 舞姫の 

いま ほんぞん ぶつ 

ほのかに 今した たずめば、 本尊 仏の うすあかり 

静かなる こと 水の ごと 沈みて 句 ふ 香の そらに、 

あ ふ まみ とき 

仰ぐ ともなき 目 見の ゆめ、 や はらに 涙 さそ ふ 時- 

甍 より 鴿か 立ちけ む、 

はたはたと ゆく りなき 音に。 

ふと ゆれぬ、 長の 振袖 



かろき 緋の ひるが へりに ぞ、 



かう ろ 



ほのかなる 香炉の く ゆり、 

日のに ほひ、 燈明 のかげ、 



もろもろの 光 はも つれ、 

あな、 しばし、 闇に ちらぼ^。 
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行き ぬれ どものう し、 波の のた くり も、 

た ゆ なやみ 

懈 たき 砂 も わが 悩 ものうければ ぞ、 

あはう どり といき 

信天翁 も そろ も そろの 吐息して 

ひね もす もがりうた 

終日うた ふ 挽歌 きく もものう し。 

ね まろ たむろ 

寝そべれ どものう し、 円に 屯して 

しゃう が くば うしれ か 

正覚坊の 痴 ごこち、 日 を 喚ぎながら 

女ら となす こ ともなき たはれ ごと、 

あ- 

かくて 抱け ど、 飽き ぬれば 吸 ふ もものう し 

むさぼ やし み 

貪れ どものう し、 椰子の 実の 酒 も、 



あか 裸なる 身の 倦る さ、 酌め ども、 あほれ、 

を こた：：' よく 

懶怠 の 心の 欲の ものうげ さ。 

とほい かづち 

遠 雷のと どろき も 昼 はものう し。 

暮れ ぬれ どものう し、 甘き 髪の 香 も、 

益な し、 ある は 木 を 擦りて 火と もす わざ も。 

ひだ るげ くら 

空腹の 心 は 暗き あなぐらに 

^のうね りのに ほひな し、 入れ どものう し。 

よる 

ああ、 なべても のうし、 夜 はくら やみの 

濁れる 空に、 熟 みつはり 落つ る 実の ごと 



みづし からかね ひつ うへ 

龕め く 唐 銅の 櫃の 上、 

燭 青う まじろ がず ひとつ 照る。 

もうろう こくえ 

時に われ、 朦朧と 黒衣して 

天鵝絨の もの 鈍き 床に 立ち、 

ひたと 身 は 鉄の 屑 

磁石に か 吸 はれよ る。 

くぎ しび 

足 はい ま 釘つ けに 痺れ、 かの 

黄泉の 扉 はまの あたり 額 を 圧す _ 

は ひいろ くら 

灰色の 暗き 壁、 見る はた だ 

いちめん いろ 

恐ろしき 一 面の 壁の 色。 



は ひいろ くら 

灰色の 暗き 壁、 見る はた だ 

いちめん いろ 

恐ろしき 一 面の 壁の 色。 

熟視む、 いま、 あるかな き 

いってん しづく 

一 点の 血の I 卞。 

しゅ にば うるみ お 

朱の 鈍み 星の ごと 潤 味 帯び 

光る。 聞く、 この 暗き 壁ぶ かに 

つづみ しん ざう 

くれな ゐの 鼓 うつ 心の 臓 

こくこく ほて く 

刻々 に あきらかに 熱り 来れ。 

血け ぶり。 刹那 ほと 

いき 

かすかなる 人の 息。 

ひび 

みるが まに 罅 はみ な つやつやと 



きんぱつ ちす ぢ みだ 

金髪の 千 筋な し、 さと 乱る。 

灰色の 暗き 壁、 見る はた だ 

いちめん 

恐ろしき 一 面の 壁の 色。 

なほ 熟視む。 …… 髡髴と 

ほ 

浮び いづ、 女の 頰 

なめい し くさ あ ふ の 

大理石の ごと 腐れ、 仰向く や 

it 冷えて ほの 笑 ふち ひさ き 歯 

しら しらと 薄 玻璃の 音 を 立つ る。 

め ぜ つまう 

眼 を ひらく。 絶望の くるしみに 

手 はかた く 十字 拱み、 



剎那、 かの 驕 りたる 眼 鼻 ども 

胸 かけて、 生ぬるき 埴の色 

こて はう む 

ひと 息に 鏝の 手に 葬られ 

い くる 

生きながら 苦しむ か、 ひくひくと 

うち 皺む 壁の 罅、 

今、 暗き 他界より 

凄き まで 面 変り、 人と 世 を 

のろ 

呪 ふに か、 すすりなき、 うめき ご ゑ 

灰色の 暗き 壁、 見る はた だ 

恐ろしき J 面の 壁の 色。 



は ひいろ くら 

灰色の 暗き 壁、 見る はた だ 

いちめん いろ 

恐ろしき 一 面の 壁の 色。 

らふげ つ じふく にち 

臘月の 十九 日、 

うしみ つ よ やかた 

丑満の 夜の 館。 

みづし からかね ひつ うへ 

龕 めく 唐 銅の 櫃の上 

燭 青う まじろ がず ひとつ 照る 

も I ゥろ 1 フ こく > 尺 

時に なほ、 朦朧と 黒衣して 

天鵝絨の ものに ぶき 床に 立ち、 

わな わなと 壁 熟視め、 

せんりつ 

ひとり、 また 戦慄す。 

て あせ なま 

掌 ひらけば 汗 は あな 生な まと 
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